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ゴボウ　英名：Burdock　分類：キク科ゴボウ属に属する野菜
　学名：Arctium lappa L.

・�原産地：中国東北部、シベリアから北部ヨーロッパ。
・�温度適応性：耐寒性は強いが、地上部は寒さに弱く -3℃で枯死する。地下部は寒さに極め
て強く、-20℃程度の低温でも圃場で越冬できる。
・�発芽適温：20 ～ 25℃、好光性種子。吸水後光によって発芽が促進されるので覆土は薄めに
する。
・生育適温：20 ～ 30℃前後。比較的高温性で耐暑性は強い。
・光適応性：比較的強光を必要とする。
・�土壌適応性：砂壌土や火山灰のような排水がよく、耕土が深いところを好む。過湿や地下
水位の高いところでは、腐敗や生育が悪くなる。
・土壌酸度適応性：中性（ph6.5 ～ 7.0）酸性になると生育が劣る。
・花芽分化と抽苔：緑植物体春化型（グリーンプラントバーナリゼーション）
根茎が一定の大きさで低温（5℃以下）に遭遇し、その後、12.5 時間以上の長日と高温で抽苔
が促進され開花する。低温感応する時の根茎は、品種によって異なるが、3～ 9㎜以上で花
芽分化を起こす。

・作型別栽培方法
（１）�トンネル栽培：作付面積は少ないが、暖地を中心に 10 ～ 12 月播種、12 月頃よりビニー

ルトンネルを被覆して翌年の 4～ 5月に収穫する作型。
　　 　秋まき栽培に比べ、抽苔の危険性が少ない。
（２）�春まき栽培：3～ 5月まき、9～ 12月にかけて収穫する作型。9～ 10月収穫は肥大の早い

早生系品種を用い、11月以降に収穫する普通掘りには、ス入りの遅い中晩性品種を使用する。
（３）�秋まき栽培：この作型では、抽苔が大きな問題であり、抽苔回避のためには、適期播種

が重要となる。9～ 10 月に播種、6～ 8 月に収穫する作型。低温感応しない根茎 1㎝以
下の大きさで越冬させ、抽苔させないで収穫する。

（４）�葉ゴボウ栽培：9 ～ 10 月に播種し、12 ～ 1 月にトンネル被覆して 2月下旬～ 5月に葉
つきの若ゴボウで出荷する作型。用いられる品種は、早生で葉柄が柔らかい早生系の品
種を使用する。


